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灰色文献のいま
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1. はじめに
　 灰色文献国際会議（International Conference on 
Grey Literature； 以下「GL会議」。会議毎にGL＋開
催回数で表記）（1）の最近の話題は、磯本のGL17（E1787
参照）や熊崎の GL20（E2108参照）等の報告（E1382、
E1612参照）（2）にもあるように、オープンサイエンス、オー
プンアクセス、研究データである。これは、GL20（3）と
2019年10月に開催されるGL21（4）の全体テーマや、「灰
色文献資源の政策策定に関するピサ宣言（以下「ピサ
宣言」）」（5）で謳われるオープンサイエンスやオープン
アクセス推進の文言からもうかがい知ることができ
る。本稿ではGL会議および主催のGreyNetの動向（6）

を中心に、もう少し俯瞰的な視点から、ここ10年の大
きな流れを踏まえつつ、灰色文献の最新の状況を紹
介していく。なお、誌面の都合上、個々の会議での発
表内容の詳述まではできないため、なるべく出典元
を明示したので参照いただければ幸いである。

2. GL 会議のテーマからみた動向
　GL 会議の全体テーマ、口頭発表等セッションテー
マ、会議トピックス（7）を分析（8）すると、概ね次の 9 つ
が 2010 年代の灰色文献の主な話題として挙げられる。
　
　（1）多様な灰色文献（データ、非テキストなど）
　（2）研究コミュニティ、研究サイクル　
　（3）標準化（メタデータ、識別子など）
　（4）質的側面（査読、品質管理など）
　（5）法的側面（著作権、ライセンスなど）
　（6）図書館員の役割、図書館情報学教育
　（7）オープンアクセス、オープンサイエンス
　（8）ソーシャル・ネットワーキング
　（9）一般コミュニティとの関わり、政策意思決定

　（1）や（2）のように、ほぼ毎年継続的なテーマとな
るもの、（3）のように2011年から2013年の前半までが
主流なものもある。一方で（4）から（6）は、プラハ定義（9）

が提案された2010年から2013年にかけて話題となり、
一度間が空いて2018年頃から再び登場する。なお、
プラハ定義は継続して議論中のままである（10）。
　1990年代は電子化された情報への関心が見られ（11）、

2000年代はインターネット上の情報資源、情報の蓄
積や発信に関心が高まってくる。この流れから2010
年頃まではリポジトリ（12）が、2010年以降はオープン
アクセスに話題が移行していく。
　また、2010年代は、既存及び新しいステークホル
ダーの議論など、広く一般公衆への働きかけに関心
が向けられ始める時期でもあった（13）。また（8）につ
いての関心や可能性、影響そしてその情報自体の信
頼性という形でテーマも変化していく。さらに2014
年のピサ宣言の公表直前から（9）に関連する話題も
継続的に取り上げられていくようになる。

3. 灰色文献・リポジトリ会議と話題の傾向
　GL会議とは異なるが、チェコ共和国では2008年よ
り毎年、灰色文献・リポジトリ会議（Conference on 
Grey Literature and Repositories）が開催されてい
る（14）。この会議の2016年までの9年間のプレゼンテー
ションや会議録からキーワードを抽出した傾向分析
の結果がGL18で報告された（15）。デジタル図書館、リ
ポジトリ、学術コミュニケーション、ユーザーインター
フェイス、著作権、研究データ、電子リソース、情報検
索、オープンアクセスなどが主要な項目であった。こ
れは2010年代半ばまでの傾向ではあるが、GL会議の
テーマと類似しており、収集よりも保存と公開、デー
タや質的側面へ関心が向いていることが見てとれる。

4. GreyNet の研究活動から見た動向
　GL 会議のテーマとは別にもう一つ注目すべきは、
GreyNet が2003年から行っている、毎年特定の研究
テーマを設定して調査等を実施し、進捗や成果をそ
の年の GL 会議で報告するという灰色文献の研究プ
ロジェクトである（16）。2010年は商業出版と灰色文
献 の 査読 の 比較研究、2011年 か ら2012年 は 会議論
文と付随する研究データをリンクさせる Enhanced 
Publications Project （EPP）（17）、2013年から2014年は
GreyGuide（18）、2015年は累積した事例研究、2016年は
ピサ宣言、2017年にはデータペーパー（19）を調査し、単
にデータのファイルがある状態から、抄録やメタデー
タを付与し、論文とデータが共有され、データの引用
および研究データの潜在的な再利用を促進すること
が目指された。2018年はオープンデータの引用と再
利用、2019年は社会や科学のためのオープンアクセス
が主なテーマであった。

5. ピサ宣言の影響評価とGL会議テーマへの関わり
　GreyNetの研究プロジェクトのもと、ピサ宣言の影
響を評価する調査が実施され、GL18で結果が報告され
た（20）。ピサ宣言の15項目について、署名者自身の組織
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の関心を尋ねる質問では、技術的な面の15.の「灰色文
献共有の相互運用可能な基準、灰色文献の出版物に
データや非テキストコンテンツをリンクさせる仕組
み」が最も高い結果であった（約84％）。次いで、8.の「法
定納本制度や著作権法の改定」（約75％）、2. の「組織
間のより一層の連携・協力」（約67％）の順である。他方、
ピサ宣言の一般公衆への普及促進に関する状況につ
いては、会議など限定された機会や組織のウェブサイ
トの発信に留まり、ソーシャルメディアを通じた宣伝の
必要性も示された。この結果が反映されてか、翌年の
GL19の各テーマが関連する内容となっている（21）。そし
てピサ宣言でも謳われる研究データ、オープンサイ
エンス、オープンアクセスがGL20以降のテーマとし
て続いていく。なお、ピサ宣言は、2019年4月1日現在、
23の言語に翻訳され146人が署名している（22）。

6. 学位論文の研究における話題の変遷
　主要な灰色文献の一つに学位論文がある。10年以
上にわたり学位論文に焦点をあててきたシェプフェ
ル（Joachim Schöpfel）によれば（23）、当該分野の研究は
学位論文自体の特性や探索から始まり、電子学位論文

（ETD）、オープンアクセスや機関リポジトリにおける
アクセシビリティへ研究は移っていくという。その後、
論文の補完的資料としての研究データ（位置付け、保存、
共有、公開、再利用）、研究データ（生データ、画像など）
をデジタル技術（データマイニング、マッピング、視覚
化など）を使い伝達する技術や、研究データ管理プロジェ
クトへと変わりつつある。また、論文執筆やデータ利
用における個人情報や許諾が必要なコンテンツの法的
課題、データの不完全さおよび説明不足、組織化や構造
化がされず他の再利用不可能な研究データとの混在表
示、不適切なフォーマットによるオープンデータの障
害も示されている（24）。このように一つの形態の灰色文
献を見ても、関心が大きく変化していることがわかる。

7. インターネットの普及と灰色文献の概念の変化
　さらにシェプフェルは、デジタル時代の学位論文は、
未だに灰色文献なのかについて、議論の余地がある
と指摘する（25）。従来は商業出版ルートに乗らない入
手困難な資料をいかに探し出すかに重きが置かれて
きた。しかし、デジタル化やインターネットの普及は、
灰色文献のアクセシビリティを大きく変化させた（26）。
岡村も灰色文献の問題の所在が変化してきていると
指摘している（27）。インターネットを通じて灰色文献
が流通することで、灰色文献そのものの概念が変わり、
灰色ではなくなるという指摘は1993年の GL1から予
見されていたが、それが現実のものとなりつつある（28）。

8. 多様化する灰色文献と新たな課題
　過去の定義の議論の中で、灰色文献の範囲が拡大し、
またインターネット上で刊行された灰色文献の区別の
不十分さが大きな課題と拙稿で指摘した（29）（30）。しか
し膨大な知識や情報が生み出される今日、出版物以外
のデータや資源など、あらゆるものを対象とせざるを
得ない状況にきている（31）。
　GL19 では、動画（Video）が新たな灰色文献と指摘
された（32）。図書館はテキストの会議報告の収集につい
ては長年の蓄積があるが、動画の会議記録については
まだ十分ではない（33）。メタデータが欠如し、永続的な
アクセスの保証がなされないほか、引用や検索や再利
用も難しく、貴重な情報が隠されたままや、または失
われている状態にあるという（34）（35）。
　一方 GL20では、グレーデータ（Grey data）として
の研究データを記録、価値、帰属、持続性、利用、公開、
査読の観点からWhite（open）/Grey/Dark dataに区
分する提案があった（36）。灰色文献の色（37）や濃度（38）（39）

による区分けは昔から存在するが、データに対する
試みや新たに質の観点も含めたことが特徴で、今後
データとどう向き合うべきかの一つの問題提起と言
える。

9. おわりに〜今後の図書館員の役割とは〜
　拙稿で「灰色文献を探しアクセスできるように努
力を続けているのは図書館員」という2006年のナタ
ラージャン（Natarajan. M）の言葉を紹介した（40）（41）。
2010年代に入り、探すこと以上に整理、保存、提供し、
灰色文献と利用者を結び付けることが重要な役割と
なってきた。そして、ピサ宣言にもあるように標準化
や保存、質の向上を目指し、作成元の意識を変えるた
めの働きかけも一つの役割と言える。また、オルトメ
トリクスなどの新しいツールを活用し、灰色文献の社
会への影響に関心を持つことも、オープンサイエンス
時代における図書館員の役割と言えるかもしれない（42）。
そして、研究データ管理である（43）（44）（45）。これからは、
従来の灰色文献から新たな灰色文献へ、図書館員の
意識が変わっていくことが求められる。

（1）	� 灰色文献を主題とする人たちが一同に集まる国際会議。毎
年全体テーマが決められ、基調講演、口頭発表、ポスター発表、
企業展示、見学と会議前夜の GreyNet Award Dinner で構
成される。定義の議論、灰色文献流通のためのデータベース
に関する議論、灰色文献分野貢献者への Annual Award の
授与なども行われ、世界の灰色文献の動向がわかる場とい
える。

（2）	� 磯本（E1787参照）・熊崎（E2108参照）以外での、過去の日本
からの参加者の報告は以下のとおり。最新動向と会議の雰
囲気を知れる貴重な記録である。一方、継続しての参加者
がいないため、報告が無い回もある。また、1回から2回のみ
の参加者も多く、断片的な内容になってしまう面もある。�  
坂本現意ほか. 第一回灰色文献国際会議の報告. 情報管理.�  
1994. 37（4）, p. 311-318.�  
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小原満穂. 第1回灰色文献国際会議に参加して. 科学技術文献
サービス. 1995, （105）, p. 11-16.�  
米村隆二. 第1回灰色文献国際会議に参加して. 国立国会図書
館月報. 1994, （399）, p. 12-16.�  
愛宕隆治. 集会報告：第5回灰色文献国際会議. 情報管理. 2004, 
46（11）, p. 770-771. �  
https://doi.org/10.1241/johokanri.46.770, （参照 2019-04-12）.�  
第6回灰色文献国際会議. 国立国会図書館月報. 2005, （526）, p. 
33-34.�  
池田貴儀. 第9回灰色文献国際会議に参加して. 大学図書館問
題研究会京都. 2008, （264）, p. 6-8.�  
池田貴儀. 第11回灰色文献国際会議に参加して. 大学図書館
問題研究会京都. 2010, （275）, p. 9-12.�  
池田貴儀. 灰色文献をめぐる動向：灰色文献国際会議の議論を
中心に. 情報管理. 2010, 53（8）, p. 428-440. （第11回）�  
https://doi.org/10.1241/johokanri.53.428, （参照 2019-04-12）.�  
大濱隆司 . 集会報告：第13回灰色文献国際会議 . 情報管理 .  
2012, 55（2）, p. 136-138.�  
https://doi.org/10.1241/johokanri.55.136, （参照 2019-04-12）.�  
池田貴儀. インターネット時代の灰色文献：灰色文献の定義の
変容とピサ宣言を中心に. 情報管理. 2015, 58（3）, p. 193-203. 

（第16回）�  
https://doi.org/10.1241/johokanri.58.193, （参照 2019-04-12）.�  
池田貴儀. GreyNet Award Dinner 2014. 大学の図書館. 2015, 
34（10）, p. 207. （第16回）�  
磯本善男. 多様化する灰色文献とその取組みからオープンサ
イエンスを考える：GL17，GreyForum4.1参加報告. 大学図書
館研究. 2017, （106）, p.82-89.�  
https://doi.org/10.20722/jcul.1473, （参照 2019-04-12）.

（3）	� GL20の全体テーマは「研究データは灰色文献を刺激し支える
（Research Data Fuels and Sustains Grey Literature）」であっ
た（E2108参照）。�  
GL20 Program Book. New Orleans, USA, 2018-12-3/4, 
GreyNet. TextRelease, 136p.�  
http://greyguide.isti.cnr.it/attachments/category/31/GL20_
ProgramBook.pdf, （accessed 2019-04-25）. 

（4）	� GL21の全体テーマは「オープンサイエンスは新しい灰色文
献の形を包含する（Open Science Encompasses New Forms 
of Grey Literature）」である。そして、口頭発表等セッション
テーマには、オープンサイエンス、オープンアクセス、オープ
ンリソースが設定されている。科学の原理と情報技術の進歩
が灰色文献にどのような影響を与え、オープンサイエンスに
どのような貢献をしたかの検証がGL21の目的として挙がっ
ている。�  
GL21 Conference Announcement, GreyNet Newsletter. 2019, 
11（1）.�  
http://www.greynet.org/images/Newsletter_Vol11N1,_2019.
pdf, （accessed 2019-04-01）.�  
“Conference Program”. Twenty-First International 
Conference on Grey Literature.�  
http://www.textrelease.com/images/GL21_Conference_
Program.pdf, （accessed 2019-04-24）.

（5）	� “灰色文献資源の政策策定に関するピサ宣言”. 池田貴儀訳. 
GreyGuide. 2014-05-16.�  
http://greyguiderep.isti.cnr.it/Pisadeclapdf/Japanese-Pisa-
Declaration.pdf, （参照 2019-04-01） .

（6）	� 主催であるGreyNetは2017年に25周年を迎えた。�  
TextRelease/Grey Literature Network Service. GreyNet 
International Business Report 2019. 2019.�  
http://www.greynet.org/images/GreyNet_Business_
Report_2019.pdf, （accessed 2019-04-01）.

（7）	� 口頭発表の演題募集の際、GreyNetは4から8の会議トピック
スを提示し、発表者はエントリー時に一つを選択する。会議
トピックスと口頭発表セッションテーマはイコールでない場
合もある。セッションテーマは集まった原稿も考慮しながら
決まると予想され、会議トピックスはGreyNet側が元々想定
しているその年のテーマを知る手がかりとなる。

（8）	� 分析には、口頭発表等セッションテーマ（GL12からGL17は
各4件、GL18とGL19は各3件＋パネルセッション1件、GL20
は3件＋特別パネルセッション1件）、会議トピックス（GL12：
6件、GL13：4件、GL14：8件、GL15：6件、GL17：5件、GL18：4件、
GL19：5件、GL20：6件、GL21：6件。なお、GL17、 GL18、GL20、
GL 21で設定された「その他の関連トピック」などは含めて
いない）を使用した。�  
〇全体テーマ、口頭発表セッション等�  
“GL Program Books”. GreyNet.�  
http://greyguide.isti.cnr.it/index.php/greyguideportal/
document-share/gl-program-books-2003, （accessed 2019-04-01）.� 

〇会議トピックス�  
“Call for Papers”. Twenty-First International Conference on 
Grey Literature.�  
http://www.textrelease.com/gl21callforpapers.html, 

（accessed 2019-04-01）.�  
URL内の「gl21」をgl12からgl20に変更することでGL12から
GL20も参照可（accessed 2019-04-01）。

（9）	� GL12にてシェプフェルにより提案される。GL6のニューヨー
ク・ルクセンブルク定義に、灰色文献の形態の側面など4点を
追加した。GL13で議論が行われたが、法制度が異なる等の理
由で共通認識を得られないまま継続審議となっている。定義
は灰色文献を考える上で重要な観点で、長きにわたり様々な
議論がなされてきた。拙稿の「3. 灰色文献の定義とその変容」
にプラハ定義までの灰色文献の定義の変遷を詳述している。 
池田貴儀. インターネット時代の灰色文献.灰色文献の定義の
変容とピサ宣言を中心に. 情報管理. 2015, 58（3）, p.193-203.�  
https://doi.org/10.1241/johokanri.58.193, （参照 2019-04-12）.�  
Schöpfel, Joachim. “Towards a Prague Definition of Grey 
Literature”. GL12 Conference Proceedings. Prague, Czech 
Republic, 2010-12-6/7, GreyNet. TextRelease, 2011, p.11-26.�  
http://greyguide.isti.cnr.it/attachments/category/30/GL12_
Conference_Proceedings.pdf, （accessed 2019-04-24）.

（10）	�池田貴儀. インターネット時代の灰色文献.灰色文献の定義の
変容とピサ宣言を中心に. 情報管理. 2015, 58（3）, p.193-203.�  
https://doi.org/10.1241/johokanri.58.193, （参照 2019-04-12）.

（11）	�米村. 前掲. �  
1993年の GL1の時から既に、デジタル情報ネットワークの
進展とともに灰色文献の価値が拡大し電子出版の中で重要
な位置を占めつつあること、電子出版が入手困難の解決に
つながる可能性などが議論されている。

（12）	�リポジトリ自体の関心が薄れたわけではなく、利用が広がり、
他のテーマの中でリポジトリの事例が報告されるようになっ
た。2004年から2010年まで（GL6からGL8、GL10、GL11）、口
頭発表等セッションテーマとして「リポジトリ」が設定され
た。2000年代中盤から後半が、標準化と絡めたテーマでリポ
ジトリが灰色文献の話題の中心の一つであったことがうか
がえる。�  
“GL Program Books”. GreyNet.�  
http://greyguide.isti.cnr.it/index.php/greyguideportal/
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Schöpfel, Joachim et al. “keynote address： Dissertations 
and Data”. GL17 Conference Proceedings. Amsterdam, 
Netherlands, 2015-12-1/2, GreyNet. TextRelease, 2016, p. 15-38.� 
http://greyguide.isti.cnr.it/attachments/category/30/GL17_
Conference_Proceedings.pdf, （accessed 2019-04-21）.
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